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１
２
月
７
日
（
日
）
札
幌
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ち
え
り

あ
」
中
研
修
室
は
、
「
教
え
子

を
再
び
戦
場
に
送
る
な
！
憲
法

９
条
と
子
ど
も
・
青
年
の
命
を

守
る
退
職
教
職
員
一
万
人
ア
ピ

ー
ル
」
に
賛
同
す
る
退
職
教
職

員
や
市
民
等
で
満
席
と
な
た
っ

た
全
退
教
は
今
年
の
総
会
で
決

定
し
た
方
針
の
具
体
化
と
し
て

１
０
月
に
一
万
人
ア
ピ
ー
ル
の

構
想
を
提
起
し
た
。

道
退
教
は
、
北
海
道
で
こ
の
運

動
を
道
高
退
教
と
共
同
で
す
す

め
よ
う
と
考
え
、
東
北
・
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
集
会
の
反
省

会
の
席
上
で
提
起
し
た
結
果
、

道
退
教
、
道
高
退
教
、
道
高
等

学
校
教
職
員
セ
ン
タ
ー
付
属
教

育
研
究
所
の
３
者
が
議
論
を
重

ね
、
現
職
教
職
員
が
結
集
す
る

道
教
組
、
道
高
教
組
も
賛
意
を

示
し
、
「
教
え
子
を
再
び
戦
場

に
い
来
る
な
！
北
海
道
の
会
」

（
送
る
な
！
の
会
）
の
設
立
と

な
っ
た
。

準
備
の
過
程
で
、
国
会
が
解

散
さ
れ
、
１
２
月
２
日
総
選
挙

公
示
と
い
う
日
程
が
明
ら
か
に

な
り
、
一
時
延
期
も
話
題
と
な

っ
た
が
、
安
倍
内
閣
が
強
行
し

た
集
団
的
自
衛
権
容
認
「
閣
議

決
定
」
は
、
総
選
挙
と
今
後
の

政
治
課
題
で
、
重
大
争
点
で
も

あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
予
定
通

り
開
催
を
す
す
め
る
こ
と
に
し

た
。発

足
し
た
会
の
活
動
は
、
今

後
具
体
化
し
ま
す
が
、
道
退
教

と
し
て
は
当
面
、
全
退
教
が
提

起
し
た
退
職
教
職
員
一
万
人
ア

ピ
ー
ル
へ
の
賛
同
を
よ
り
幅
広
く
す
す
め

る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

全
退
教
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
賛
同
へ
の
よ

び
か
け
が
、
２
度
に
わ
た
り
分
か
り
に
く

い
面
が
あ
っ
た
し
、
多
忙
な
会
員
が
よ
び

か
け
を
見
逃
し
て
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
の
で
、
賛
同
を
募
る
活
動
を
引
き
続
き

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
１
月
２
３
日
、
全
退
教
は

異
例
の
全
国
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
明

年
１
月
以
降
の
闘
い
に
対
す
る
具
体
的
方

針
を
提
起
す
る
予
定
で
す
。

ア
ピ
ー
ル
賛
同
へ
の
道
退
教
の
到
達
点

は
、
１
２
月
１
４
日
現
在
２
４
０
名
と
な

り
、
全
会
員
の
３
分
の
１
弱
と
い
う
状
況

で
す
。

ま
た
、
今
ま
で
は
道
退
教
会
員
以
外
へ
の

訴
え
が
極
め
て
少
数
で
し
た
。
今
後
は
会

員
以
外
に
も
広
く
賛
同
を
呼
び
か
け
る
こ

と
も
重
視
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
全
支
部

に
よ
る
積
極
的
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す

「
訴
え
」
や
賛
同
表
明
カ
ー
ド
は
マ
ス
プ

リ
し
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
道
事
務
所
に

も
若
干
は
あ
り
ま
す
。

全
北
海
道
退
職
教
職
員
の
会
ニ
ュ
ー
ス
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３
６

道
退
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年
頭
に
あ
た
っ
て

全
北
海
道
退
職
教
職
員
の
会

会
長

渡
部

務

会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
一
年
間
様
々
な
活
動
に
ご
活
躍
さ
れ
た
こ
と
に
心
よ
り

敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
心
な
ら
ず
も
健
康
を
害
さ
れ
た
り
、
家
族
の
介
護
な
ど

で
日
夜
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
安
倍
政
権
は
数
を
力
に
悪
政
を
進
め
、
私
達
の
生
活
を
破
壊
し
憲
法
を
も

変
え
て
、
日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
制
度
の
解
体
、
原
発
推
進
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
促
進
、
集
団
的

自
衛
権
容
認
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
国
家
安
全
基
本
法
、
教
育
で
の
教
育
委
員
会
再

編
、
道
徳
の
教
科
化
と
検
定
教
科
書
で
の
徳
育
の
押
し
付
け
、
歴
史
教
科
書
統
制
、

教
職
員
の
管
理
統
制
の
強
化
な
ど
暴
走
を
進
め
て
お
り
、
国
民
と
の
間
で
激
し
い
矛

盾
を
生
み
だ
し
、
そ
の
結
果
国
会
を
解
散
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
高
齢
者
の
生
活
は
、
年
金
の
切
り
下
げ
と
税
と
社
会
保
険
の
負
担
増
、

物
価
高
騰
で
収
入
を
目
減
り
さ
せ
、
さ
ら
に
医
療
や
介
護
制
度
の
改
悪
で
厳
し
い
も

の
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
悪
政
に
怒
り
が
高
ま
り
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤
回

の
国
民
的
取
組
み
に
象
徴
的
な
よ
う
に
全
国
各
地
で
運
動
が
広
ま
り
、
基
本
的
人
権
、

生
存
権
を
保
障
し
実
現
す
る
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
連
日
の
集
会
、

デ
モ
、
宣
伝
行
動
、
政
府
交
渉
に
み
ら
れ
、
生
活
保
護
や
年
金
切
り
下
げ
で
の
行
政

訴
訟
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
道
退
教
も
「
教
え
子
を
戦
場
に
送
る
な
！
北
海

道
の
会
」
を
結
成
し
て
、
全
国
的
な
取
り
組
み
に
参
加
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
一
斉
地
方
選
挙
も
あ
り
、
さ
ら
に
激
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。私
達
は
、
楽
し
み
活
動
で
仲
間
と
絆
を
強
め
、
交
流
を
深
め
る
と
同
時
に
、
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
活
動
、
豊
か
な
老
後
を
保
障
し
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
と
、

平
和
的
生
存
権
の
確
立
の
た
め
、
一
層
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
道
退
教
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
規
約
で
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
取
り

組
み
を
強
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
日
々
の
健
康
に
は
十
分
留
意
し
、
会
員
相

互
が
協
力
し
助
け
合
っ
て
日
常
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

「教え子を再び戦場に送るな！北海道の会」設立

「戦死せる教え児よ」詩の群読
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ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
求
め
る

全
国
署
名
集
約

１
２
月
１
０
日
、
北
海
道
高
等
学
校
教

職
員
セ
ン
タ
ー
で
署
名
集
約
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
選
挙
最
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道

議
会
へ
の
提
出
は
総
選
挙
後
に
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
事
務
局
の
報
告
で
は
、
こ
の

運
動
を
含
め
、
道
内
各
自
治
体
首
長
や
教

育
委
員
会
へ
の
訪
問
に
精
力
的
に
取
り
組

み
、
多
く
の
自
治
体
で
地
域
の
教
育
課
題

に
関
す
る
懇
談
が
深
ま
っ
た
と
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
議
会
へ
の
署
名
提
出
紹

介
議
員
が
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
見
通
し

で
あ
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

道
退
教
と
し
て
の
署
名
集
約
は
、
来
年

１
月
末
を
目
途
に
行
い
ま
す
の
で
、
今
後

も
署
名
を
集
め
る
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
集
約
報
告
が
な
さ
れ
た
支
部

は
以
下
の
通
り
で
す
。
、

上
川
旭
川

１
０
０
筆

胆

振

室

蘭

３
４
７
筆

空
知６

３
５
筆

渡

島

函

館

４
７
０
筆

カ
ン
パ

２
０
０
０
円

写
真
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス
は
、
網
走
、
空

知
、
上
川
・
旭
川
、
胆
振
・
室
蘭
、
檜
山

等
５
支
部
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

網
走
支
部
は
１
０
０
号
に
達
し
ま
し
た
。

前
号
で
は
、
後
志
・
小
樽
支
部
の
ニ
ュ

ー
ス
を
紹
介
し
ま
し
た
。

比
較
的
会
員
が
少
な
い
支
部
で
は
カ
ラ
ー

印
刷
を
と
り
い
れ
て
親
し
み
や
す
い
内
容

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

石
狩
・
札
幌
支
部
、
渡
島
・
函
館
支
部
、

釧
路
支
部
は
毎
月
乃
至
２
ヶ
月
毎
の
発
行

が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
十
勝
・
帯
広
支
部
や
根
室
支
部
の

ニ
ュ
ー
ス
も
総
会
時
に
事
務
局
に
届
い
て

い
ま
す
。

広
い
地
域
に
会
員
が
散
在
す
る
北
海
道

で
は
と
り
わ
け
ニ
ュ
ー
ス
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

胆
振
・
室
蘭
支
部
か
ら

「
が
ん
ば
る
苫
小
牧
ブ
ロ
ッ
ク
」

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
８
回
道
退
教

全
道
囲
碁
交
流
会
が
開
催

２
０
１
４
年
年
１
１
月
１
１
日
（
火
）

札
幌
市
東
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
こ
の
時
期
と
し
て
は
暖
か
い
気

候
の
中
、
胆
振
・
室
蘭
支
部
か
ら1

名
、

石
狩
・
札
幌
支
部
か
ら
７
名
、
合
わ
せ

て
８
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
垂
石
道
退
教
副
会
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
励
ま
し
の
言
葉
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

対
局
は
４
名
ず
つ
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
Ｂ

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
当
た
り
の
３
回
戦
で
和
や
か
な
中
に

も
、
熱
い
戦
い
が
な
さ
れ
ま
し
た

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
午
後
３
時
過
ぎ
に
す

べ
て
の
対
局
が
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
優
勝
者

に
楯
と
賞
状
、
２
位
・
３
位
に
は
賞
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
●
入
賞
者
○
●

Ａ
グ
ル
ー
プ

優
勝

森
田

宣
彦
さ
ん
（
三
段
）

【
石
狩
・
札
幌
支
部
】

二
位

柿
崎

幸
至
さ
ん
（
五
段
）

【
石
狩
・
札
幌
支
部
】

三
位

藤
田

耕
造
さ
ん
（
四
段
）

【
石
狩
・
札
幌
支
部
】

Ｂ
グ
ル
ー
プ

優
勝

池
内

省
子
さ
ん
（
４
級
）

【
石
狩
・
札
幌
支
部
】

二
位

渡
辺

綱
太
郎
さ
ん
（
３
級
）

【
石
狩
・
札
幌
支
部
】

三
位

打
方

成
美
さ
ん
（
４
級
）

【
石
狩
・
札
幌
支
部
】

内容豊かな支部ニュース

事
務
局
か
ら
連
絡

＊
逝
去
さ
れ
た
会
員

・
渡
辺
幸
子
さ
ん
（
石
狩
札
幌
支
部
）

８
月
２
５
日

逝
去

・
佐
野
法
子
さ
ん
【
渡
島
】
函
館
支
部

１
０
月
３
０
日

逝
去

・
森
岡
武
雄
さ
ん
（
石
狩
札
幌
支
部
）

１
１
月
２
７
日

逝
去

・
山
本
孝
治
さ
ん
（
檜
山
支
部
）

１
２
月
２
日

逝
去

・
香
川
侑
三
さ
ん
（
網
走
支
部
）

１
２
月
４
日

逝
去

２
０
１
４
年
度

道
退
教
幹
事
会
開
催

＊
２
０
１
５
年
２
月
２
８
日
（
土
）

午
後
一
時
か
ら

北
海
道
労
働
セ
ン
タ
ー

（
札
幌
市
東
区
北
９
東
１
）

「
１
万
人
ア
ピ
ー
ル
運
動
」
や
規
約
改

正
、
会
員
ふ
や
し
等
が
議
題
で
す
。

年
末
年
始
事
務
所
閉
鎖

年
末
年
始
、
道
教
組
の
事
務
所
閉

鎖
は
１
２
月
２
７
日
～
１
月
５
日
ま

で
で
す
。

そ
の
間
の
連
絡
は
事
務
局
長
自
宅

（
土
井
）
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
の
み
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
能
）

０
１
１
～
８
１
６
～
４
１
１
０

０
９
０
～
２
０
５
２～

３
０
２
０


